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生徒の学習支援をめざしたＮＨＫ高校講座の活用  

 

  兵庫県立青雲高等学校  

 

 

Ⅰ 本校の概要  

（１）沿革  

 昭和３２年  兵庫県立長田高等学校に通信教育部が設置される。  

 昭和４０年  兵庫県立青雲高等学校が創設される。  

昭和４８年 専用校舎が完成する。  

昭和５０年 専用校舎の増築が完成する。  

昭和５９年 校歌が制定される。  

平成１７年 創立４０周年記念式典が挙行される。  

平成２７年 創立５０周年記念式典が挙行される。  

 

（２）本校の特徴  

 ・通信制単独の単位制普通科高等学校である。  

 ・神戸市長田区に位置し、公共交通機関によるアクセスが良い。  

 ・２校の協力校（洲本実業高等学校、柏原高等学校）と提携し、兵庫県全体からの通学

に対応している。  

 ・日曜スクーリングが原則である。勤務事情や居住地などにより、月曜スクーリングや

協力校スクーリングにも参加可能。  

 ・２学期制をとり、半期単位認定も実施している。定期試験は９月と２月の年２回。  

 ・部活動、ボランティア活動（東北、九州）、生徒会主催行事、文化祭など、生徒が主体

となって行う活動にも力を入れている。  

 

（３）生徒の状況  

 近年、各学年次６もしくは７クラス（全３０クラス）、在籍者数１２００人強で推移し

ている。平成２９年度新入生は２３９人で、転編入生は１４７人が入学してきた。生徒

は１５歳～７０歳代と幅広い年齢層で構成されており、それぞれが自らの進路や目的に

合わせた学習を進めている。  

 学習については、多くの生徒が履修する科目で、レポートの提出率がおよそ５０％程度

であり、さらに単位修得率がおよそ４５％程度にとどまっている。単位の修得が履修して

いる生徒の半数以下となっているのは、仕事や家事などが忙しく、学習をする時間を確保

できない、もしくは、基礎学力が身についていないことにより、学習に困難さを抱えてい

ることなどが原因と考えられる。  
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Ⅱ 研究課題の設定  

放送教育の研究を推進するにあたり、本校においては「生徒の学習支援」という立場で、

教員に聞くことができないときも学習のしやすい環境を提供するため、「ＮＨＫ高校講座」

を活用することにした。ＮＨＫ高校講座は、通信制高校の学習において、「計画的かつ継続

的に行われるラジオ放送又はテレビ放送」に該当し、生徒の学習の補助になる。『Ⅰ  本校

の概要、（３）生徒の状況』で述べたように、本校では多くの生徒が履修する科目ではレポ

ート提出率が５０％、単位修得率４５％程度にとどまっている。そのため、主にレポート

作成の支援、さらには生徒の学習に対する興味関心の醸成を目的として「ＮＨＫ高校講座」

の活用の研究を開始した。  

 

Ⅲ 研究について  

（１）生徒の実態調査（アンケートの実施）  

 

①実施計画  

ＮＨＫ高校講座の活用を推進していくにあたって、生徒の実態を把握する必要があった。

そのため２０１６年から２０１８年に渡り以下のように設定し、４回のアンケートを実施

した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アンケートは常に同じ質問をしたわけではなく、研究を改善していくために毎回内容を

変更していった。  

 

②アンケートの結果  

アンケート結果（１）について（資料１）  

・回答数は、学習者１２１４名に対し、およそ３０％～４０％だった。  

・「高校講座を知っているか」という質問に対し、「知っている」と答えた生徒は、１回目

は４０％で２回目は４８％となった。  

・「高校講座を視聴したことがあるか」という質問に対し、「したことがある」と答えた生

徒は１回目４１％から４回目２０％になるまで徐々に減少していった。  

１回目：2016 12/12 → プレアンケート  

生徒の大まかな実態をつかむ  

 

２回目：2017  5/07  → 前期アンケート  

プレアンケートをもとにより詳細な情報を掴んでいく  

 

３回目：2017 10/01 → 後期アンケート  

前期に生徒に対して行った取組の成果や、改善点を調べる  

 

４回目：2018  1/07  → 最終アンケート  

１年を通しての取組の成果を評価する  
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アンケート結果（２）について（資料２）  

・「ＮＨＫ高校講座の内容を理解できたか」という質問に対し、「とてもよく理解できた」

「理解できた」と答えた生徒は、１回目から３回目まで８０％程度を維持した。  

 

アンケート結果（３）について（資料２）  

・「ＮＨＫ高校講座を今後も活用したいか」という質問に対し、「とてもそう思う」「まあ思

う」と答えた生徒は、２回目、３回目ともに７０％以上だった。  

 

アンケート結果（４）について（資料２）  

・「ＮＨＫ高校講座をどのように視聴しているか」という質問に対し、「テレビ」と答えた

生徒が最も多く、次いで「パソコン・タブレット」「スマートフォン」という結果だった。  

 

資料１ アンケート結果（１）回答数、高校講座について知っているか、  

高校講座を視聴したことがあるか、WiFi を利用できるか  

質問   １回目  ２回目  ３回目  ４回目  

回答数   ４０３  ５２０  ４７８  ３４９  

高校講座を  

知っているか  

知っている  ４０％  ４８％    

知らない  ５９％  ５２％    

高校講座を視聴し

たことがあるか  

ある  ４１％  ２９％  ２０％  ２０％  

ない  ５８％  ７１％  ８０％  ８０％  

WiFi を  

利用できるか  

できる   ８７％    

できない   １３％    
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とてもよ

く理解で

きた

18%

理解で

きた

59%

あまり理

解できな

かった

21%

まったく

理解でき

なかった

2%

１回目 とてもよ

く理解で

きた

17%

理解で

きた

63%

あまり理

解できな

かった

13%

まったく

理解でき

なかった

7%

２回目

とても

よく理

解でき

た

16%

理解で

きた

65%

あまり理

解できな

かった

19%

まった

く理解

できな

かった

0%

３回目

とてもそ

う思う

15%

まあ思う

60%

あまり思

わない

17%

全く思わ

ない

8%

２回目 とてもそ

う思う

17%

まあ思う

54%

あまり思

わない

24%

全く思わ

ない

5%

３回目

テレビ

45%

ラジオ

7%

パソコン・

タブレット

25%

スマート

フォン

23%

４回目

テレビ

55%

ラジオ

7%

パソコン・

タブレット

20%

スマート

フォン

18%

３回目

資料２ アンケート結果（２）ＮＨＫ高校講座の内容を理解できたか  

アンケート結果（３）ＮＨＫ高校講座を今後も活用したいか  

 

アンケート結果（４）ＮＨＫ高校講座をどのように視聴しているか  
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（２）高校講座通信の作成  

 

①作成にあたって  

１回目のアンケートを行った段階で、高校講座を知らない、もしくは知っていても視聴

したことがないという生徒が過半数を占めていることが分かった。しかし、視聴した生徒

は好意的な感想を持つものが多かったことから、生徒に対し高校講座の周知をしていく有

意性があると考えられた。そこで、本校では高校講座通信「高校講座のススメ」を作成し、

定期的に発送することにした。  

 

②作成計画  

 以下のような手順で作成にあたった。  

（１）本校の教員が、レポートと関連のあるＮＨＫ高校講座の放送を視聴する。  

（２）生徒に見てもらいたい放送をレビュー用紙（資料３）に記入し、係で集約する。  

（３）通信として発行。年８回発行した。（前期４回 後期４回）→資料４  

  ※１回目に関しては、通常の「高校講座のススメ」とともにＮＨＫ高校講座の利用方

法を示した内容も同時に発送した。  

 

③高校講座通信の利用に関する評価  

 生徒へ高校講座の利用に関するアンケートを実施した結果、以下のようになった。  

 

アンケート結果（５）高校講座のススメを読んでいるか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３回目アンケートと４回目アンケートにおいて「読んでいる」「たまに読む」と答えた生

徒はどちらも５０％程度であった。紙面は生徒が読んでみようと思えるような内容になる

よう、回を重ねるごとに工夫していったものの、半数程度に落ち着いたのは少々残念であ

った。この原因としては、この通信は定期発送による配布であったために、読むことを生

徒に任せきりにしたり、スクーリングやＨＲなどでの周知が足りなかったことによるので

はないかと考えられる。  

 

 

 

読んで

いる

12%

たまに

読む

41%

読んで

いない

47%

３回目 読んで

いる

10%

たまに

読む

38%

読んで

いない

52%

４回目
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（３）スマートフォンサイトの構築  

 

①スマートフォンを活用する理由  

 近年、従来の携帯電話に変わり、スマートフォンが急速に普及してきている。それは本

校の生徒においても例外ではなく、学校内でもスマートフォンを操作している生徒を多く

見かけるようになった。そこで、本校では以前より運用していたパソコン、携帯電話から

アクセスできる青雲高校のホームページに加え、スマートフォン専用のサイト（以下スマ

ホサイト）を立ち上げ、生徒の学習支援を行うことにした。  

また、スマートフォンを利用してＮＨＫ高校講座を利用しやすい環境をつくるにあたっ

ては、通信量の問題があった。そこで、アンケートにより生徒の WiFi 利用率を調べたと

ころ、資料１、アンケート結果（１）にあるように、WiFi を利用できる生徒が８７％存在

したため、スマホサイトの推進に踏み切るに至った。  

 

②スマホサイトの概要  

右のＱＲコードからアクセスすることができる。  

トップ画面３ [在籍生徒の学習支援 ]から入ることで、主に以下のことができる

ようになっている。（次ページ画像も参照）  

※はじめに以下の「１．所属・年次・組・科目チェックの設定」画面より設定を行う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「２．チェック科目と学習計画」  

自分の履修している科目について、スクーリング日程・レポート〆切日が簡単に分かる

ようになっている。  

「３．チェック科目からのメッセージ」  

 各科目からのメッセージと共に、ＮＨＫ高校講座の放送を科目ごとに紹介している。

（例：次ページスマホサイト画像右、地学基礎の場合）スマートフォンは学習時において

も利用しやすいツールであるので、学習時の生徒の利用を期待している。  

「５．残りＳ検索」  

残りスクーリング数の検索機能があり、自分の履修している科目の必要スクーリング数

が分かるようになっている。  

「６．Seiun Web School・放送視聴」  

Seiun Web School へ移動し放送視聴などの手続きが取りやすくしてある。  

ここで自分の

所属等を設定  

自分の所属や

科目をチェッ

クしたらここ

で保存  
学習してい

る科目をチ

ェックする  
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スマホサイト画面：「３．チェック科目のメッセージ」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③スマホサイトの利用に関する評価  

生徒へスマホサイトの利用に関するアンケートを実施した結果、以下のようになった。  

 

アンケート結果（６）スマホサイトを利用しているか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３回目アンケートと４回目アンケートにおいて「よく利用している」「時々利用している」

と答えた生徒は、３回目は５０％程度で、４回目は６０％程度と１０％程度の上昇が見ら

れた。大きな増加ではないが、徐々に利用している生徒が増えてきているのは良い傾向で

あるといえる。今後も内容の充実を図り、生徒が利用しやすいサイトをめざしていく。  

 

 

放送リンク（タイトルで示してある） 

科目からの情報  

ここをクリックすると下に自分の

設定した科目が出てくる。（科目の

設定は１．所属・年次～で別途行う） 

科目名をクリックすると科目から

の情報が上画面に出現する。  

よく利用

している

20%

時々利用

している

39%

ほとんど

利用しな

い

13%

利用して

いない

28%

４回目よく利

用して

いる

15%

時々利

用して

いる

33%

ほとん

ど利用

しない

19%

利用し

ていな

い

33%

３回目
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Ⅳ まとめ  

（１）レポート提出率と単位修得率の変化  

生徒のレポート提出率と、単位修得率を平成２８年度と平成２９年度で比較したところ、

以下の表のようになった。（すべての科目ではなく抜粋してある）  

 

前年比±２％→10.5pt 前年比＋２％以上→太字 12pt 前年比－２％以上→9pt 

科目  
平成２８年度  

提出率  

平成２９年度  

提出率  

平成２８年度  

修得率  

平成２９年度  

修得率  

国語総合２  ７１．５％  ６８．９％  ６２．９％  ６２．０％  

世界史Ａ  ６８．８％  ７１．８％  ６０．９％  ６７．２％  

現代社会  ４４．１％  ４８．６％  ４０．０％  ４５．１％  

数学Ⅰ－２  ６６．３％  ６８．２％  ６０．９％  ６０．８％  

数学入門  ５２．２％  ５６．２％  ４４．０％  ４９．５％  

地学基礎  ７２．８％  ７８．３％  ６８．２％  ６８．０％  

保健１  ４５．１％  ４９．７％  ４１．２％  ４７．０％  

コミュニケーション

英語Ⅰ－２  
７１．９％  ７２．７％  ６４．７％  ６５．８％  

家庭総合 a ７３．８％  ７８．７％  ６７．４％  ７４．４％  

 

表の通り、レポートの提出率は、９つの科目のうち、６つの科目において前年比２％以

上増加した。また単位の修得率は、９つの科目のうち、５つの科目において前年比２％以

上増加した。このようにこの表に現れていない科目も含め、多くの科目で提出率・修得率

の増加が見られた。この要因は、年度が変わって生徒そのものが入れ替わったり、教員の

スクーリングでの働きかけ、レポート内容の工夫など、様々に考えられる。そのため今回

行った研究による効果であるかは、別途検証する必要性があるものの、これらの値が多く

の科目において増加に転じたことは好意的に受けとめ、今後も生徒に対して高校講座の有

用性を周知していく理由にはなるのではないかと考える。  

 

（２）アンケート結果に対する考察  

 

①高校講座についての生徒の感想について  

 資料２、アンケート結果（２）、（３）にあるように、「ＮＨＫ高校講座の内容を理解でき

たか」という質問に対し、「とてもよく理解できた」「理解できた」と答えた生徒は、１回

目から３回目まで８０％程度であり、「ＮＨＫ高校講座を今後も活用したいか」という質問

に対し、「とてもそう思う」「まあ思う」と答えた生徒は、２回目、３回目ともに７０％以

上だった。このように高校講座を視聴した生徒は、おおむね好意的な評価をしていること

がわかる。また、次ページにあるようにアンケートで行った自由記述においても好意的な

コメントが多い。  
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生徒コメント抜粋  

・図で説明していたりと、授業よりわかりやすくなっていて良いと思う。  

・説明や示される表などが分かりやすくて、短時間で要点が理解できるところが良い  

 点だと思いました。  

・分かりやすいうえ、何度も見返すことができるので、とても助かっている。   

・1 回の放送での範囲を学校の授業に合わせる方法がわからない。   

・倫理：りんごの分け方が面白かった。  

・国語総合：芥川龍之介の回、滝沢カレンと茂木健一郎が出演し、芥川の半生を扱っ  

 ていた。芥川について興味が持てて良かった。  

・現代文：レポートの作成に役立ちました。要点が分かりやすく書かれていました。  

・生物基礎：とてもわかりやすくて面白かった。実験の映像もあり、楽しみながら  

 学ぶことができたところがよかった。  

・コミュニケーション英語：英語で買い物の仕方。英語でも金額を下げれるんだと思った。 

 

これらに示されるように、視聴することで学習に対する興味関心を引き出されている生

徒がおり、学習支援のツールとして利用できることは明らかである。そのため、次の②に

記す内容も含め、ＮＨＫ高校講座をより利用しやすい環境を整えていく必要性がある。  

 

②ＮＨＫ高校講座の視聴率について  

資料１、アンケート結果（１）「高校講座を視聴したことがあるか」という質問に対し、

「したことがある」と答えた生徒は１回目４１％から４回目２０％になるまで徐々に減少

していった。この研究は生徒にＮＨＫ高校講座について周知し、より活用してもらうこと

を目標としたため、残念な結果ではあった。このような結果は、今回の研究が高校講座通

信とスマホサイトという、どちらかといえば生徒に利用の判断を任せた取り組みであった

ことも一因であると考えられる。また、高校講座通信やスマホサイトは、生徒に情報を伝

えるには効果的であると思われるが、それらを利用して高校講座を視聴することは、生徒

にとって手間であった可能性がある。そこで、生徒がより身近に、簡単に利用できるよう

に、次のＡ、Ｂのような工夫を考えている。  

 

Ａ．スクーリングプリントに対する工夫  

数学科では、スクーリングプリントに、ＮＨＫ高校講座の学習メモにアクセスできる   

ＱＲコードを載せるようにした（資料５  スクーリングプリント）。学習メモを見ることで、

スクーリングやレポートと類似した問題を解きやすくなることを期待している。また、ス

クーリングで使用したところ、普段スクーリングで積極的に学習できない生徒が意欲的に

取り組む姿も見られた。  
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Ｂ．レポートに対する工夫  

 地学基礎においてＮＨＫ高校講座は、レポート内容をより深く理解し、興味関心を高め

ることに利用するのがよいと思われた。そのため、資料６にあるようにレポートにＱＲコ

ードを載せることで、生徒が学習の際に、興味を持った項目をすぐ見ることができるよう

にした。ただし、レポートの作成は前年度に行うため、次年度の放送が変わるとＱＲコー

ドを載せられなくなるという課題も存在する。  

 

③高校講座の視聴の仕方について  

 今回の研究は、生徒がＮＨＫ高校講座を視聴する際、主にパソコンやスマートフォンな

どを使って視聴するものと予想して周知を行っていた。しかし、資料２、アンケート結果

（４）「ＮＨＫ高校講座をどのように視聴しているか」という質問に対し、「テレビ」と答

えた生徒が最も多く（５０％程度）、次いで「パソコン・タブレット」「スマートフォン」

という結果だった（計４０％～５０％程度）。  

この結果を受けて、今回のアンケートでＮＨＫ高校講座を視聴してくれた生徒は、「学習

意欲の高い傾向にある成人した生徒が多いから」という仮説を立て、テレビ、ラジオと答

えた生徒と、パソコン・タブレット、スマートフォンと答えた生徒の中の齢構成を比較す

ると以下のグラフのような結果になった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように、テレビ、ラジオとパソコン・タブレット、スマートフォンにおいて、齢構

成に大きな違いはなかった。よって、今回テレビによる視聴が多かったのは、「高校講座は

テレビで見るもの」と考えている生徒が多いからという仮説を立てることができた。この

結果を受け、今後生徒に対しては、  

・パソコン、タブレットやスマートフォンでは、より便利に放送を見ることができるこ

とを知らせる。  

・スマホサイトの活用の推進。  

・入学式やＨＲなどでパソコン、タブレットやスマートフォンによる利用の仕方を周知

させる。  

などの取組が考えられる。  

70%

12%

18%

テレビ、ラジオ

１０代 ２０代 ３０代

78%

11%

11%

パソコン・タブレット、

スマートフォン

１０代 ２０代 ３０代

ＮＨＫ高校講座の視聴方法と齢構成  
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（３）今後の展望  

 今回の研究を通して、今後生徒に対して学習支援をしていくにあたって以下のようなこ

とが考えられる。  

 

①さらに身近に高校講座を利用できる工夫  

（２）アンケート結果に対する考察、②ＮＨＫ高校講座の視聴率について、で述べたよう

に、生徒がより身近に、簡単に高校講座を利用できる環境を整備していくために、ＱＲコ

ードを有効に利用していくことが考えられる。スクーリングプリントやレポートへＱＲコ

ードを載せている科目はまだ限られているため、多くの科目で利用できるよう教員間でも

周知を図っていきたい。  

 

②スクーリング・ＨＲの活用  

今回の生徒に対する取り組みは、主に生徒に利用を任せたものであった。そのような取

組では、周知が低い状態で頭打ちになってしまうことが分かった。そのため、教育の原点

に立ち返り、教員から生徒への声掛けの必要性を感じた。やはり教育の現場では教員から

生徒への人間的なふれあいによって生徒へ影響を及ぼすことができるであろう。そのこと

を意識し、生徒への周知を図っていきたい。  

 

③取組の継続  

研究を終えて一番感じることが、「研究を研究で終わらせたくない」ということである。

せっかく２年間努力しても、研究の終わりと同時に取組を終えてしまっては積み重ねてき

たものが０になってしまう。取組には苦労が伴うが、生徒への効果も期待できる取組であ

ったので、職員の理解も得ながら、今後も継続していく体制を作っていく必要があると考

える。  

 

 

Ⅴ おわりに  

 本研究を通して、学校全体で１つのプロジェクトに取り組んでいく難しさを感じたとと

もに、プロジェクトを進めていく楽しさを感じることもできた。今回やってよかったと思

えたのは、生徒からの好意的な意見をもらえたことだけでない。最初はＮＨＫ高校講座を

利用することに消極的だったが、視聴してもらうなかで良いところが伝わり、積極的に研

究に参加してくれた教員も出てきたことは大変やりがいを感じるところだった。今後も学

校全体で、生徒のために学習環境をよくしていく努力を続けていきたい。  

 また、本研究においてはＮＨＫエデュケーショナルの森美樹様、田尻有太様にたくさん

のアドバイスを頂き、研究の方向性を固めていくことができました。ここに感謝の意を表

します。  
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資料３ レビュー用紙  
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資料４ 高校講座のススメ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料  
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資料５ 左図：数学スクーリングプリント     右図：高校講座学習メモ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 地学基礎レポート  

 

 

 

 

読み取って  

アクセス  


